
                                                                                                                             

 
 
 

 

 

 

第３期イノシシ管理計画及び 

令和５年度事業実施計画 

 

資 料 編 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年４月 

 

兵庫県 



目   次 

 

１ これまでの経過と現状・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・ １ 

(1)  これまでの取り組み・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １ 

(2)  防護柵の設置状況 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １ 

(3)  捕獲数の推移・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２ 

(4)  免許種別狩猟者数の推移・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４ 

(5)  年代別狩猟者数の推移・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５ 

(6)  農林業被害の推移（被害金額）・・・・・・・・・・・・・・・・６ 

(7)  分布状況 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６ 

(8)  農業被害の状況（鳥獣害アンケート結果） ・・・・・・・・・・ ７ 

(9)  被害集落自立サポート事業（対策の実践支援）の取り組み  ・・ 10 

(10) 指定管理鳥獣捕獲等事業の取り組み・・・・・・・・・・・・・  11 

（11）繁殖状況 ・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・11 

(15)  災害に強い森づくり（野生動物育成林整備 他）の実施状況 ・・12 

＜参考＞自動撮影カメラ調査に基づくイノシシの生息密度推定 ・・14 

 

２ 計画の実施体制 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 15 

 

 

 

その他の研究成果などについては、兵庫県森林動物研究センターの

ホームページを参照願います 

         https://wmi-hyogo.jp/ 



 - 1 -

１ これまでの経過と現状 

(1) これまでの取り組み（表―１） 

年度 内    容 

平成19年度 4月 兵庫県森林動物研究センター開設 

平成21年度 
第1期イノシシ保護管理計画策定 

くくりわな直径制限の解除（淡路島のみ） 

平成22年度 
第1期イノシシ保護管理計画第１次変更 

狩猟期間の延長(11/15～2/15→11/15～3/15) 

平成24年度 
第2期イノシシ保護管理計画策定 

鳥獣被害防止緊急対策事業開始 

平成25年度 ストップ・ザ・獣害事業開始 

平成27年度 イノシシ管理計画策定 

平成28年度 イノシシ生活被害防止対策事業開始 

平成29年度 
第2期イノシシ管理計画策定 

指定管理鳥獣(イノシシ)捕獲等事業開始 

平成30年度 
狩猟報償金制度創設 

捕獲専門家チーム制度創設 

令和元年度 獣害対策チーム等による被害対策の総合的な推進 

令和２年度 府県境地域での豚熱経口ワクチンの散布 

令和４年度 

第３期イノシシ管理計画策定 

大規模養豚生産農場周辺での豚熱経口ワクチンの散布 

姫路市家島町での直径12㎝以上のくくりわな解禁 

(2) 防護柵の設置状況 

ニホンジカ（以下、シカ）、ニホンイノシシ（以下、イノシシ）の農地への侵入を物理的に防止

するため、西播磨、但馬地域を中心に、各種補助制度を活用した防護柵の設置が進んでおり、令和

３年度までに累計で約10,591kmが設置されている（表－２）。 

なお、地域別で直近５年間を比較すると、北播磨や但馬、淡路地域において平成29年度以降、防

護柵の整備が大きく進められている（図－１）。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表―２ 防護柵の設置状況 単位：ｋｍ 

※自治振とは、県単独の自治振興事業、 

※その他とは、中山間直接支払い、県民局事業で設置したもの 

※四捨五入のため、内訳数字の計と合計数字が一致しない場合がある。 

県民局 国庫 県単独 自治振 市町単 その他 計

神戸 342 0 0 37 0 380
阪神南 0 0 0 12 0 12
阪神北 266 0 6 138 3 413
東播磨 34 2 0 26 16 78
北播磨 431 112 68 632 0 1,243
中播磨 300 191 113 52 13 669
西播磨 301 503 253 707 135 1,900
但馬 1,010 269 430 868 5 2,580
丹波 572 136 30 369 84 1,192
淡路 1,245 172 145 555 6 2,123

県計 4,503 1,386 1,045 3,396 261 10,591
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(3) 捕獲数の推移 

令和３年度の捕獲頭数は20,086頭で、15,000頭以上の捕獲が平成25年度から継続しており、

引き続き強い捕獲圧が維持されている（図－２）。 
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図－１ 地域別５年間の防護柵設置状況
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図－２ イノシシ捕獲頭数の推移 
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図－３ 地域別有害捕獲頭数の推移 
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図―４ 六甲山系イノシシ有害捕獲状況（神戸市、芦屋市、西宮市、宝塚市） 

※市街地の定義は各市の判断による。 

市街地 市街地以外 
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※人身事故については、二次災害（イノシシに追いかけられて転んだ場合等）も含まれる。 
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(4) 免許種別狩猟者数の推移 

本県の狩猟免許所持者数は、ピーク時の昭和59年には１万人近くであったものが年々減少し、

平成24年度には約5,500人まで落ち込んだが、その後、被害農家自らが狩猟免許を取得し、地域

ぐるみでの捕獲体制づくりが進んだことや、環境省による認定鳥獣捕獲等事業者制度の創設など

により、わな免許を中心に増加傾向に転じ、平成３年度現在、７千人台まで回復している（図－

６）。 

 

 

 

(5) 年代別狩猟者数の推移 

年代別に見ると、60代以上が半数を占め高齢化率が高いが、近年、50代以下が増加傾向にある

（図－７）。 

 

図－６ 免許種別狩猟者数の推移 

図－７ 年代別狩猟者数の推移 
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(6) 農林業被害の推移（被害金額） 

近年、イノシシの林業被害は報告されておらず、被害は農業被害だけある。本州部、淡路地域の

いずれにおいても平成26年度以降から減少傾向で推移してきたが、成30年度は２億２千万円に増

加した。その後、平成29年度並に低下して推移していたが、令和３年度には、２億１千８百万円と

増加した（図－８）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(7) 分布状況 

ア くくりわなCPUE 

くくりわなCPUEは、第２期管理計画まで密度指標に使用していたSPUEよりも生息密度との相関性

が高く、生息密度推定地域もSPUEより多くなることが示された。 

令和３年度のくくりわな CPUE は、神戸地域や播磨地域、淡路地域では 0.4 以上の高い値を示す地

域が多くなっている。また、平成 28 年度から令和２年度までのくくりわな CPUE の推移を見てみる

と、淡路地域では上昇傾向にある（図－９）。 

なお、くくりわなCPUEのデータがない本州南部にもイノシシが分布しており、林縁部のみならず

市街地への出没も認められている。 

 
 

図―８ イノシシによる農林業被害金額の年度別推移 
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（折れ線グラフは、本州部と淡路島のそれぞれの平均値の推移を示す） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－９ くくりわなCPUEの生息密度分布と年推移 

 

 (8) 農業被害の状況（鳥獣害アンケート結果） 

ア 被害の分布 

くくりわなCPUEの生息密度に関わりなく県内の広い範囲で大きな被害が発生している。 

なお、現在では林業被害は報告されていない（図－10）。 
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イ 被害の推移 

また、令和３年度に実施した鳥獣害アンケートの農業被害は減少傾向にあるものの、「深刻」

8.4％、「大きい」30.6％で合わせると約39％となり、依然としてイノシシが分布する集落の約

４割が大きな被害を感じている（図―11）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図―１０ イノシシ被害状況の推移 

（鳥獣害アンケート結果） 

図―１１ イノシシによる農林業被害意識の推移 

（「いない」と回答した農会は除く､年度別計画再掲） 
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ウ 市町別の状況 

令和３年度に実施した鳥獣害アンケートでは約39％の集落が「深刻」または「大きい」と回答

していて、市町別（神戸市は区別）では23市町で39％以上となっている（表－３）。 

 

 

 
県民局 

(ｾﾝﾀｰ) 
市町名 割合(%) 

県民局 

(ｾﾝﾀｰ) 
市町名 割合(%) 

神戸 

東灘区 ※ 

中播磨 

姫路市 44 

灘区 ※ 神河町 50 

中央区 ※ 市川町 34 

兵庫区 ※ 福崎町 73 

北区 58 

西播磨 

相生市 25 

長田区 ※ たつの市 
44 

 

須磨区 100 赤穂市 27 

垂水区 ※ 宍粟市 36 

西区 16 太子町 8 

阪神 

尼崎市 ※ 上郡町 42 

西宮市 26 佐用町 39 

芦屋市 0 

但馬 

豊岡市 34 

伊丹市 ※ 香美町 34 

宝塚市 50 新温泉町 57 

川西市 19 養父市 20 

三田市 52 朝来市 16 

猪名川町 39 
丹波 

丹波篠山市 45 

東播磨 

明石市 0 丹波市 37 

加古川市 41 

淡路 

洲本市 44 

高砂市 50 南あわじ市 40 

稲美町 43 淡路市 45 

播磨町 ※ 

 
北播磨 

西脇市 30 

三木市 47 

小野市 45 

加西市 31 

加東市 50 

多可町 41 

 

 

 

 

 

 

表－３ 令和３年度 鳥獣害アンケート  

市町別イノシシによる農業被害「深刻」または「大きい」集落の割合 
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(9) 被害集落自立サポート事業（対策の実践支援）の取り組み（旧ストップ・ザ・獣害事業） 

    被害集落自立サポート事業（対策の実践支援）では、集落のわな管理者や捕獲班の活動をサポ

ートし、シカ、イノシシ、アライグマ等の被害軽減を図っている（表－４、図―12）。 

 

                                      （単位：頭） 

年 度 対象集落数 シカ イノシシ アライグマ等 合 計 

H25 59 239  190  37  466  

26 50 241  356  6  603  

27 53 255  479  0  734  

28 28 92  164  21  277  

29 26 76  117  2  195  

30 23 122  180  13  315  

R1 30 179  315  11  505  

2 30 243  343  20  606  

3 32 248  238  8  494  

 
図―12  被害集落自立サポート事業（対策の実践支援）捕獲頭数の推移 

   ※H25～R2は、ストップ・ザ・獣害事業での実績 
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 - 11 -

 (11) 指定管理鳥獣捕獲等事業の取り組み 

平成 26 年の鳥獣保護法(当時)改正により創設された制度で、集中的かつ広域的に管理を図る

必要があるとして環境大臣が定めた鳥獣(指定管理鳥獣：現行ではシカ、イノシシ)を、都道府県

が捕獲する指定管理鳥獣捕獲等事業について、兵庫県では平成 28 年度から実施している（表－

５、図―13）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(12) 繁殖状況 

平成16年から平成25年の間に実施したイノシシ107頭の解剖結果を分析し、非妊娠期メスの

出産経験確認手法を確立するとともに妊娠率など本県のイノシシの繁殖力を解明した 

（図－14,15）。 

 

ア 年齢別妊娠率と平均胎子数 
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図－14 イノシシの妊娠率 図－15 イノシシの胎子数 

年度 シカ イノシシ 合計

H28 16 0 16

29 111 1 112

30 35 25 60

R1 263 6 269

2 0 56 56

3 249 0 249

（単位：頭）

表－５ 指定管理鳥獣捕獲等事業実績の推移 

図-13 指定管理鳥獣捕獲等事業捕獲頭数の推移 



 - 12 -

イ 受胎時期と出産時期 

  イノシシは１月下旬から２月上旬に受胎し、５月下旬から６月上旬に出産のピークを迎える特徴

を示した。秋出産は１例のみ（2％）確認されたが、きわめてまれな事例であった（図―16）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 繁殖率 

   イノシシの年齢別妊娠率と胎子数から算出された繁殖率は、メス１頭あたり、2.52と算出され

た。 

 

 

(15)  災害に強い森づくり（野生動物共生林整備他）の実施状況 

平成 18 年度から災害に強い森づくり（第１期～第３期）に取り組んでおり、令和２年度まで

に野生動物共生林整備＊１を28市町231箇所で4,910ha、針葉樹林と広葉樹林の混交整備*＊2を15

市町107箇所で2,879ha、住民参画型森林整備を26市町114箇所で260ha、広葉樹林化促進パイ

ロット事業を８市町で107.23ha実施している（表－６）。 

 

※1: 第2期までの事業名は「野生動物育成林整備」  

※2: 第2期までの事業名は「針葉樹林と広葉樹林の混交林整備」 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－16 受胎時期と出産時期 
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表－６ 災害に強い森づくり実績（平成18～令和３年度） 単位：面積ｈａ 

神戸 神戸市 4 62 23.15 8 17

宝塚市 0 0 1 2

川西市 2 37 20.45 1 2

三田市 5 122 26.02 1.73 3 6

猪名川町 1 29 7.19 0.12 0 0

加古川市 1 20 17.85 7 14

高砂市 2 60 5.46 0.00 1 2

西脇市 4 127 19.07 7.35 1 30 3.84 0 0

加西市 11 253 36.22 2.76 3 6

多可町 12 202 60.36 5.98 17 410 30.98 1 2 9.28

姫路市 11 196 47.53 1.19 3 91 7.75 11 25 7.08

神河町 8 123 26.69 20.89 9 243 29.45 3 6

市川町 11 205 65.32 11.05 1 33 2.00 11 23

福崎町 6 137 29.44 0.23 1 4

相生市 7 184 58.25 0.90 1 30 2.01 1 2

赤穂市 2 56 12.64 0.40 0 0

上郡町 4 91 17.98 1.38 0 0

佐用町 6 123 32.21 0.17 4 11 1.05

太子町 0 0 1 2

たつの市 12 280 58.94 2.56 2 69 10.39 3 6

宍粟市 5 103 14.88 17.25 22 656 65.09 4 11 30.90

豊岡市 10 292 66.46 2.08 4 86 4.77 8 16

香美町 18 354 92.79 8.20 4 95 3.25 16 41

新温泉町 9 260 68.61 21.17 2 66 2.83 2 5 0.60

養父市 24 465 108.22 13.96 7 181 17.24 5 16

朝来市 21 448 122.51 5.35 22 566 42.57 5 11 15.78

丹波篠山市 11 218 66.59 1.14 8 242 26.50 2 4 4.82

丹波市 20 366 96.70 2.16 4 81 8.18 7 16 37.72

洲本市 3 92 21.83 4 8

南あわじ市 1 5 4.51 1 2

合計 231 4,910 1,202.91 152.98 107 2,879 256.85 114 260 107.23

事務所名 管内市町

野生動物共生林整備 針葉樹林と広葉樹林の混交整備 住民参画型森林整備
広葉樹林化促

進

パイロット事業

箇所数 区域面積

加古川

バッファー
ゾーン整
備面積

共生林整
備面積

広葉樹植
栽面積

箇所数 区域面積 区域面積

阪神

箇所数 区域面積

洲本

加東

姫路

光都

豊岡

朝来

丹波
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＜参考＞自動撮影カメラ調査に基づくイノシシの生息密度推定 

 野生動物の調査において自動撮影カメラは非常に有効なツールとなっていて、近年ではそ

の撮影データに基づき生息密度を推定する統計モデル（RESTモデル：Random Encounter and 

Staying Time model）が構築されている。 

 兵庫県森林動物研究センターでは、RESTモデルによる県下のイノシシの生息状況把握のた

めの調査研究が平成30年度より開始されている。 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※注：兵庫県立大学では下記の支援を受け同技術を開発中です。 

・安全な農畜水産物安定供給のための包括的レギュラトリーサイエンス研究推進委

託事業「CSFの新たな総合的防除技術の開発」No.20319390 

・環境研究総合推進費「イノシシの個体数密度および CSF 感染状況の簡易モニタリ

ング手法の開発」4G-2001 

・右の地図は、左図に示す調査メッシュにおける自動撮影カメラ調査結果に基づく

イノシシ推定密度データに、くくりわな CPUE や SPUE、痕跡調査結果等を空間補完

して、県下全域の生息密度を推定したもの 
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自動撮影カメラ調査に基づくイノシシ生息密度推定結果（2021） 
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市町名 
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２ 計画の実施体制 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県レベル 

地域レベル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検討依頼 

情報共有 

実
施
支
援 参画 

実施支援 
参
画 

参画・指導 参画・指導 

兵庫県野生動物保護管理運営協議会 

・保護・管理計画の内容検討 

・モニタリング結果の検討 

・事業実施計画の検討 他 

兵庫県自然鳥獣･共生課 

・鳥獣保護管理事業計画策定 

・野生鳥獣関連施策の企画立案 他 

森林動物研究センター 

（研究員、森林動物専門員） 

・生息動態等モニタリング調査 

・農林業被害防除技術の開発普及 

・獣害対策人材育成 

・獣害に強い地域づくり支援 他 

県民局(県民ｾﾝﾀｰ含む) 

農林（水産）振興事務所 

・森林動物指導員 

・農業普及指導員 

・土地改良事務所 他 

市町 ＪＡ 

地域鳥獣害対策支援チーム 

地域鳥獣害対策協議会 

県、市町、森林組合 
【集落リーダー】 

被害住民、集落組

織、営農組合等 

猟友会支部 

他府県 

他研究機関 

検討結果 

連携 情
報
共
有 

連携 

指導 

報告 

相談 

指導・連携 

報告・相談 

情報提供・連携 

生息地管理 被害管理 個体数管理 

参画・指導 報告・連携 

助言・情報提供 

実施支援 参画 

協力 

捕獲 

指導員 
報告 

指導 

指導 

報告 

連携 

指導 


